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小学校社会科における単元の構成についての考察
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This study ilustrates how to design a problem solving lesson plan. The purpose of the study 
is twofold. They are to show the methods of making questions in problem solving learning and 
of teacher's support for children for further inquiry of own-concerns. For achieving these， 
classroom practices and reflections are to be discussed 
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1 問題の所在と方法
(1)問題の所在
教職専門実習Eで¥第6学年社会科の単元「長
く続いた戦争と人々のく らし」について単元を構
成し，実践した。子どもたちはこれまでも問題解
決学習を社会科の中でしてきており， 学習に対す
る意欲も能ノJも高かった。そこで筆者は問題解決
学習を中心とした経験単元を構成しよう と考えた。
経験単元とは， 1951年版学習指導要領で、次のよ
うに述べられている。
「児童 ・生徒の当而している問題を中心にして，
その解決に必要な価値ある学習活動のまとまりで
あり，系列である。」
子どものもつ疑問や課題を解決することで自
ら学習内容を学んだと経験させることである。
藤井千春(1996)は問題解決学習について以下
のように述べている。
「子どもたちに『学習問題』を作らせ， 下ども
たちに調べさせ，子どもたちにまとめさせて発表
させる，としづ学習所動である。j
筆者はこのとおりに子どもたちに「学習問題」
を作らせ，調べ学習をさせ，まとめをさせた。そ
して発表をさせた。このような活動をさせれば経
験単元になると筆者は考えていた。
この単元で子どもは，事実はよく調べていたc
しかし「自分ごと」として問題を追究していない
場面があった。例えば I戦争中は『賛沢は敵だ』
のようなスローガンが掲げられていました。」のよ
うに事実について調べていた了一どもがし、た。しか
し Iそれはどうしてなのかな。」と尋ねると，そ
れがなぜかは分からないということがあった。
筆者が問題解決学習をさせたい理由は，子ども
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たちにこだわりを持って追究をしてほしいからで
ある。子どもが自分なりのこだわりを持って追究
をするはずの問題解決学習が教師から提示された
問題に刻する答えや事実調べに終わっているので
ある。そのため，子どもたちにとっては事実を知
識と して覚えるものになってしまい I自分ごと」
として考える場面が見られなかったので、ある。
そこで，問題解決学習を構成するにはどのよう
にすればよいのかという聞いが浮かび上がった。
(2)目的と方法
本研究の目的は2つある。第 1に問題解決学習
での問いの立て方を明らかにすることである。第
2に「自分ごと」にして子どもが追究を行うため
の支援を明らかにすることである。
以上の点を教職専門実習皿での実践と筆者の
ふり返りを，先行研究をもとに験言すすることで明
らカ斗こしたしL
2 先行研究
(1)経験単元と教材i'r.元
1951年版学習指導要領では，経験単元と教材単
元という 2つの単冗の考え方を示している。経験
単元については以下のように述べている。
「児童生徒のさまざまな必要，関心，目的， 問
題などのうち，教育(1句に見て価値のある典型的な
ものをとらえ，それによって 4連の活動を営ませ，
生活経験が，目標に向かつて高まるよ う指導して
し、く こと」
経験単元を構成するために教師は2つのこと
を行う必要がある。 1つ同は，子どもの様々な必
要，関心，目的，問題などのうちから典型的なも
のをとらえることである。2つ目は，教育的に見
て価値のある，子どもの必要や関心に応じた活動
を営ませることで，子どもたちの生活経験が目標
に向かって向上することである。
粉、ォ単元については，経験単元に対し，従来意
味していたものとして，以下のように述べている。
「系統的に配列された教材の一区分で、あって，
たとえば，教科書の第1課，第2課という ような
まとまりを示すのが普通で、あった。J
第6学年社会科の単元「武士の世の中へJを例
に考える。 この単元では， 1時間目に貴族にが都
で華やかな生活をしていたころ，武士が現れたこ
とを学習する。 2時間目にはその武士が勢力をの
ばしていったことを学習する。3時間目には武士
の中で、も力をつけた源氏と平氏の戦いが起こ り，
源氏が勝利し，幕府を開くことを学習する。4時
間目にでは，鎌倉幕府がどのように武士たちを従
えていたのかを学習する。そして5時間目には元
寵，鎌倉幕府の終駕について学習する。「武士の成
立Jについて順序良く学習できるよう構成できる。
(2)問題解決学習における聞い
藤井(1996)は問題解決学習における問題につい
て以下のように述べている。
「単元の初期の段階で設定されても，表面的な
事実，理由，数量などを問う，次元の浅いものし
か設定することができない。」
例えば，I武士の世の中へ」では「なぜ武士は
登場したのかjや「源氏と平氏は何回戦ったのか」
というような間いだと筆者は考える。藤井(1996)
は次のように述べている。
「対象についてあまり知らない段階では，子ど
もたちはどのような聞いを立てるとよいのかでさ
え分からないのである。J
初期の段階から 「本質に迫る」ような問いは生
まれず，I調べて考え， 考えて調べる」ことを繰り
返していくうちに 「本質に迫る」ような問いが生
まれてくるのだと言う。その際にそれぞれの子ど
もが，その子なりにこだわりをもっている「問題j
を「学習問題j として粘り強く追究することを尊
重しなければならないのだと言う。
(3)子どもに「経験jを遂げさせるための支援
藤井(1996)は問題解決学習における教師の役割
を以下のように述べている。
「学習活動を通じて『まとまりのある知識』を
与えることではなく ，r自ら学んだJという「まと
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まりのある経験Jを遂げさせることが重要なので
ある。J
教師の役割を，子どもに知識を教えることでは
なく ，子どもに「自ら学んだJと経験を遂げさせ
ることである。そうした儲IJから，藤井(1996)は
以下のように述べている。
「子どもたちそれぞれに『自ら学んだ』という
『経験』を『生み出させる』ための援助をすると
いう点において，指導性と力量がきびしく問われ
るのである。j
指導性とは，子どもが追究を深められるような
気付きをしたときに2点行えるかというものであ
る。1つ目は，的確な助言を与えることである。
追究を続けるべきであると伝えたり，どのような
資料に当たればよいのかを助言したりするのであ
る。2つ目は，他の子どもたちを立ち止まらせ，
その子たちの追究と関連付けて考えさせたり，調
べ直させたりすることである。
力量とは，指導性が発揮で、きるよう耕才研究を
しておくことである。ここで筆者の考える耕オ研
究とは， 子どもにどのような追究をさせられるの
かを確認し，計画しておくことである。
3 実践と結果 (明らかになったこと)
(1)単元の構成
第6学年社会科の単元 「長く続いた戦争と人々
のくら しJ(10時間扱し、)を実践した。この単元で
実践したし、と考えていたことと して①単元を貫く
学習課題の設定②「自分ご、とJにして戦争の時代
をとらえることの2つがあった。
①単元を貫く学習課題としては，I日本が戦った戦
争がどのような戦争だ、ったのかjを設定した。問
題解決学習として展開させるために，子どもたち
の調べ学習を中心に据え，調べたことを発表，全
体で共有し，全員で考える場面を設けた。子ども
たちが5つの柱から一つを選び，追究し， まとめ
ることで自分の調べたいことについての知識を得
ることになる。そして，グ‘/レープ毎にまとめたこ
とを発表することにより学級全体での共有を図る。
5つの柱についてすべて共有できたとき，つまり
単元の終わりに 「日本が戦った戦争はど、のような
戦争だ、ったのかJという問いの答えが出るよう構
成した。
②「自分ごと」にして戦争の時代をとらえさせる
ために，毎時間当時の人々の気持ちを考えさせる
ようにした。理由は2つあるc 1つ目は，この単
)Cでは， これまでの単元のように!程史上の人物が
出てこないためである。歴史上の人物の生き方や
考え方に触れることでその時代を考えることがで
きると筆者は考えている。そこで本単元では，そ
の場面その場面の人々の気持ちを考えさせるよう
にした。その際に戦争を子どもたちにとって身近
なものとして考えられるよう，山形県における当
時の写真などの資料を用いて「山形県も戦争に巻
き込まれていた」ことに気づかせるよう工夫した。
2つ目は，10時間目の玉背放逆を聞く人の気持ち
を考えさせるときに当時の人の気持ちを多面的に
考えさせたかったからで、ある。多l而的に考えると
いうことについて筆者は次のように考える。子ど
もたちが玉音放送を聞く人の写真を見たときに
「戦争は辛く大変だ」とし寸面だけで考えるので
はなく，学習を通して考えてきた人々の思いを表現
させたいと考えていた。例えば出征兵士を見送る
人々が「頑張って戦ってきてほししリとだけ思って
し、るのではなく 「生きて帰ってきてほししリとも
思っていたのではないかのように表現し，その積み
重ねで玉音放送を聞いた人がどのような思いを抱
いたのかを考えさせたかったので、ある。
調べ学習については， 3時間を割り当てた。子
とcもの持っている教科書，資料集を使って個人で、
調べさせてから学校図書館，パソコン室での調べ
学習を2時間行わせた。調べたことをグルーフェで、
共有し，まとめる時間を 1時間とした。
単え計画は次のとおりである。
表1長く続いた戦争と人々 のくらし
J受業時数 学習内容
1 時間目 原爆ドームはなぜ凶作必ilf.々の品、
2"'4 調べ学習
時間目
5時間目 戦争の始まり(追究の住 1)
6時間目 戦争の広がり(追究の柱2)
7時間目 戦争中の人々のくらし(追究の柱3)
8時間目 日本が戦争で受けた被害
(追究の柱4)
9時間目 戦争の終わり(追究の柱5)
101寺問日 玉音放送を聞く人の気持ち
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(2)実践
①聞いの成立
1時間日(っかむ)
「原爆ドームはなぜ世界遺産になっているのか」
広島産業安励館時代の写真を見せたあとに，現
在の原爆ドームの写真を提示した。かつては立派
た建物で、あったが，壊れて鉄筋が見える状態とえ
っている。にもかかわらず，世界遺産となってい
ることに着目させ，その原因となった「戦争jが
どのようなものだ‘ったのかをこれからの単元で学
習していくことを伝えた。そして i単元を員'く目
標jである「日本が，いくつもの固と戦った戦争
は，どのような戦争だ、っただろう。また，そのこ
ろの人々はどのような生活をしていたのだろう。」
を提示した。その後，子どもたちの興味，関心か
ら子どもたちの調べるテーマを出させようとした。
しかし，筆者の進め方，引き出し方が教師と発言
した子どもの「一対一jで、あったために「戦場は
どこだ、ったのかj と一人の子どもが疑問を出した
だけだった。そして，発言がなかったにも関わらず，
そこで立ち止まり，考えさせたり，話し合わせた
りすることなく， i本時では追究の柱立てまではし
なくてはJという思いから，教師の側から調べる
テーマを提示してしまったc
子どもが「自ら学んだjという「まとまりのある
経験Jをさせるためには子どもが「問し、Jを立て
て遁究する流れを理想としていた。子ども一人一
人がもっ疑問や調べてみたいトピックを出させ，
それを筆者の考える 5つの柱に当てはまるよう分
類して問いとして成立させたかったのである。そ
うすることで調べる意欲や追究が深まることにも
つながると考えていた。そのために「閉し、jの成
立が大切だと考えていたのである。
問いが成立しなかった理由として，子どもが
「戦争についてよく分からなしリという思いをも
っていたことがある。筆者の授業後に担任の先生
が子どもたちに発言が少なかった理由を尋ねた。
その際に， B児が 「ぼくは戦争についてはまだよ
く分からないので，どんなことを言っていいのか
が分からなかったからで、す。Jと答えていた。先生
が他の人もそうなのかと尋ねると，多くの子ども
が首を縦に振っていた。
3子どもの追究への支援
2時間目"'4時間目(深める ・調べ学習)
クツレ_70で宮古し合う前に教科書や資料集であ
る程度知識を得てから図書館やパソコンで調べる
よう指示をした。そのため， 一人一人が教科書や
資料集から問いの答えを探し始めた。聞いが「ど
のようにして戦争ははじまったのだ、ろうjのよう
に広いもので、あったので，追究しにくいのではな
いかと思っていたが，教科書，資料集に情報が整
理されていたため，子どもたちはメモ用紙に事実
を整理し始めていった。調べ学習を進めていくと，
「戦争って何戦争の事で、すか。Jと子どもから聞か
れるようになった。調べ学習を一度中断して確認
しようと考えたが，担任の先生から，i調べていけ
ば分かるから教えなくていい。」と指摘され3 確認
することはなかった。子どもが「自分で調べて分
かるようになったJ，l_: ¥;づ達成惑を奪ったり，先
生に聞けば解決すると思わせ，自分たちで調べよ
うとする意欲を失わせたり してしまうため，その
ように指摘されたのだと考えた。
調べ学習をさせる中で子どもの追究がなされ
ていた，さらなる追究をさせられたと考える場面
を2つ取り上げる。
一点目は，i日本が戦争で受けた被害」につい
て調べていたグループで、の事例である。調べ学習
の2時間目に図書館の資料の中から， 日本地図上
に空爆がどのくらい行われたのかを示したものを
K児とグループの子どもたちが見ていた。K児は
「アメリカは無差別に爆撃しているJと予想をし
ていた。しかし，グ、/レーフ。の子どもたちとつぶや
きながら資料を見ていくと，考えが変わっていっ
た。以下はそのときのやり取りである。
K : i (空襲は)日本の海岸f齢、が多い。J
C1 : iし、や，内陸でも空襲があるよ。」
K : i海岸沿いは上空を通過するときに落していっ
たんじゃなし、かな。」
C2: i見て。 神戸には 100回以上も爆撃している。j
K : i本当だ。神戸は異常に多い。計画的に爆撃し
ていたんだ。J
C2 : i神戸を首都だ、と思っていたのかな。J
C1 : i神戸に何かがあったんじゃなし、か。j
K : i何だろう。規則性もありそうだ。J
この後， K児たちは他の資料を探し，追究しよ
うとしていた。 I日本が戦争で‘受けた被害」左いう
問し、から「日本の受けた空襲JIこ視点を絞って調
べようと していた場面で、ある。
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二，点目は，i戦争の終わりjについて調べていた
グ、ループの事例で、ある。調べ学習の3時間目に R
児たちはインターネットで戦争がどのようにして
終わっていったのかを調べていた。その際にR児
から「先生，終戦って9月2日なんですか。Jと質
関された。以下はそのときのやり取りである。
R : i先生，終戦って9月2日なんで、すか。J
T : iえっ?聞いたことないけど。J
R : i調印した日が9月2日って書かれています。J
T : iイ可lこ」
R : i (パソコンの直[面を見ながら)ポツ・ポツダム
宣言?J
T : i本当だね。」
R : i8月15日なんですか ?9月2日なんです
カミ?J
T : i日本では8月15日と言われているよ。8月15日
は終戦記念日になっているよ。」
R児の班では終戦の日が8月15日であると分か
っていた。しかし，R児がさらに 「終戦Jのキー
ワー ドで調べていると，9月2日が終戦であると
述べるウェプページにたどり着いた。「終戦は8月
15日だJと思っていたことが正しいのかどうか分
からなくなり筆者に尋ねたのだった。筆者はR児
に言われ， 9月2日を終戦とする考えがあること
に初めて気が付いたため，「8月 15日であるJと
伝えて R児の追究を止めてしまった。 i8月 15日
が終戦だと思っていたけどそうではなし、かも しれ
ない」とそれまでの考えが揺さぶられたた子ども
が資料を基に考えていた場面で‘あった。
③自分ごとにして考える
7時間目(深める ・共有)
「戦争中の人々のくらしJ
子どもたちが調べたことをグ‘/レープご、とにプリ
ント1枚にまとめた。それを発表させ，全体で共
有し，深める場面である。この時間の流れと主な
発問は以下の通りである。
( i )子どもたちの発表
子どもたちにプリントの内容を発表させた。筆
者は，子どもたちが発表している間に衣 ・食 ・住
と観点を板書した。
(話)戦争中の人々のくらしを確認する
プリン トに書かれていることを観点別に整理し
た。「当時はどのような服装をしていたのかな。」
と問うと「モンベ。Jや「男は国民月比Jとプリン
トを見ながら子どもが答えた。それを筆者は板書
し，整理した。
( ii)農作業をする子どもの気持ちを考えよう
当時の人々のくらしに共通理解を図れたので¥
「山形ではどのような生活をしていたのかな。Jと
問うと，周りの子どもたちと話し始める子どもも
いたc その状況を見てから山寺国民学校の子ども
たちが勤労奉仕をしている写真を提示した。写っ
ている子どもたちが現在の小学生に当たる年齢で¥
授業の時間に「勤労奉仕」としづ農作業をしてい
るのだと伝え I気持ちを考えてみょうか。」と発
問した。子どもたちは早い段階から「つらしリ「疲
れた」と子どもたちの行っている勤労奉仕が「つ
らく，やりたくないもの」であることを書いてい
た。そのタイミングで「実はこの子どもたちが耕
しているところは判交のグラウンドなんです。」と
伝えた。子どもたちにより自分ごととしてとらえ
させるためである。気持ちを書かせた後， 3人の
子どもを指名し，発表させた。以下の3人である。
T児 「何でこんなことをしなければならないん
だ。J
C児「グラウンドに畑をつくらなければいけない
のはなんでだろう。」
M児「大変だけれど，食べてし、くには仕方なしリ
この3人を指名した理由はそれぞれ次の通り
で、ある。 T児は多くの子どもが書いていたことば
を書いていた。C児はグラワンドをつぶして畑に
していることに着目していた。最後に読ませた M
児はただ一人「仕方なしリと書いており，この後
で当時の人の気持ちを聞いてみる活動につながる
と考えていたからで、ある。
(iv )当時の人の気持ちを聞いてみよう
筆者が終戦当時小学6年生で、あった筆者の祖父
にインタビューをした際の音声を子どもたちに聞
かせた。「えっ，聞けるの。」と子どもたちの興味
が高まっていたこともあり，集中して聞いてい
た。筆者の祖父が「お国のため，みんなで頑張
りましょうっていうのが当たり前だったなo Jと
語ると， M児の発表と重なり，さらに国家総動員
法についてもおさえることができた。
この時間の中で考えが大きく変化したR児がし、
た。最初に「農作業をしている子どもの気持ち」
について次のようにプリントに記述した。
46 
なんで無理やり働かされるんだ -
自分たちの遊び場がなくなった・・・
もうやりたくなし、 !自由に遊びたい。
授業最後の「振り返りjでは次のように記述した。
ぼくは，この写真を見てこの人たちは 「もうや
りたくなしリと思いながら仕事をしていたと思っ
たけど， Mくんは 「大変だけど仕方なしリと言っ
ていてぼくはこれを聞いてちがうと思ったけど先
生がインタビューしたおじいちゃんの話を聞いた
らM君の言っていた事と同じ様な事を言っていて，
この時代は兵士ががんばるから自分たちもがんば
るとし、う気持ちで、やっている事がわかってこの時
代の人はすごくがんばっているなと思いました。
R児の見方には次の特徴を指摘できる。R児はM
児と考えを対比し，さらにM児の考えと筆者の祖
父の考え方を対比している。R児の最初の考えと M
児の考え方が違っていると感じている。それをふ
まえて筆者の祖父の考え方を推論しているのであ
る。
図1.山寺国民学校の食糧増産
(i目で見る山形・上山の 100年」郷土出版社)p.114 
4 考察
筆者の実践とふり返りから問題解決学習を構
成するために必要なことは何かを考察する。
(1)問いの成立
筆者は子どもに知識を教えてしまう ことで追究
が止まってしまうと考えていた。「調べていけば子
どもたちが得てくるだろうからこちらから教え
てしまって追究を止めたくなしリと考えていた
のである。
それは，筆者が経験単元について 「児童生徒の
さまざまな必要，関心， 目的，問題などのうち，
教育的に見て価値のある典型的なものをとらえ，
それによって一連の活動を営ませ， 生活経験が，
目標に向かって高まるよう指導していくこと。Jと
述べられていることから，子どもから必要や関心，
円的，問題を引き出し，活動をさせなければなら
ないと考えていたからである。
授業の後に「戦争について分からないからどん
なことを言っていし、かわからなしリという子ども
の状態を知つてなお「これだ、けは知っている」と
いうことを引き出せないかと考えていた。藤井
(1996)が述べるように「対象(教科)についてあま
り知らない段階では，子どもたちはどのような『問
し、』を立てるとよいのかさえ分からないのであるj
という考えが筆者の中にはなかったのだ、と考察す
る。ある情報を知ることで初めて「もっと知りた
し、」という思いから「問しリが成立するので、あっ
て，適切な情報を与えなければ成立しないのであ
る。 1時間日では 「戦争」について大まかな情報
を教えることで子どもの興味，関心からくる 「こ
だわりjをもった問いが生まれたのではなし、かと
考察する。
(2)子どもの追究への支援
藤井(1996)は子どもに自ら学んだとし、う経験を
させるためには，子どもの発言を教|捕の長期的な
展望の中で位置づけてゆかねばならないと言って
し、る。以下のとおりである。
「目先の正誤において評価するのではなく，そ
の発言の中からその子の追求の可能性を見つけー出
しそれを育ててゆくとしづ姿勢で対応してゆく
ことが必要である。」
そうした長期的な展望をもつために教材研究が
大切になると考える。筆者にとっての彰司オ研究は
授業を行う上で子どもに教えること，分かりやす
く伝えるにはどのように言舌すことができるのかを
考えるものとなっていた。しかし，問題解決学習
を子どもたちにさせることで，子どもたちは教科
書の内容を越えて追究を行うことが分かった。そ
こで¥子どもが教科書の内容を越えて追究をして
し、るときにどのように対応するのかを考えておく
ことが教材研究なのだと考えた。子どもたちに追
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究を行わせた実践から考察する。
①R 児の追究
調べ学習の 3時間目に筆者は「終戦って9月2
日なんですか。JとR児から質問を受けた。それに
対し筆者は i8月15日だよ。Jと教えてしまい，
追究を止めた。「教科書の記述に8月15日と書い
てあるのだからそう教えなければならなしリとい
う思いから i8月15日だよ。」 と教えた。藤井ニ
(1996)の言う，子どもの発言の 「目先の正誤」に
おいて評価してしまったので、ある。しかし，この
R児の発言は，I戦争」における 「日本の敗戦」を
考える上で本質に迫る気付きで、あった。ここを追
究させることで北方領土を考えることや「教科書
にも8月15日と書いであるけれどよく気がつい
たね。」とさらなる迫究を促す声掛けができたと考
える。
終戦が8月15FIなのか9月2日なのかを考え
させることがなぜ本質に迫ることなのかを考察す
る。佐M'i卓己(2005)は以下のように述べている。
「戦後の日本人は五音放送の八月十五日を終
戦記念日と記憶し，戦艇ミズーリ号で降伏文書調
印が行われた九月二日の降伏記念日を忘却した。
しかし国際的に見れば今日での連合国の多
くは九月二日を対日戦勝記念日 (VJデイ)として
いる。J
8月15日は，昭和天皇による終戦詔書の欣送，
いわゆる「玉音放送Jによってポツダム宣言を受
けいれ，連合国に対し全面降伏することを国民に
伝えた日である。対して9月2日は， ミズーリ号
蹴上で降伏文書に調印した日である。
ソ連は対日戦勝記念日を9月3日としている。
それは，ソ連が樺太に侵攻したのが8月15日，
歯舞群島の占拠命令を出したのが9月2日と，北
方領土の問題があるからである。北方領土の問題
を考える際に日本が自国の領土であると主張する
根拠に i8月15日の終戦後に攻めてきたためj
というものがあり ，対してロシアは i9月3日が
日本の降伏した日であるためそれまでは戦争状態
だからだ。Jというものだ。ここまで追究すれば，
R児の疑問の答えが「日木の終戦は8月15日だが，
日本の敗戦は9月2日であるJと出ただろうと考
える。「天皇陛下の決断が戦争を終わらせたjので
はなく i世界のノレーノレに従って敗戦国になったJ
のである。負けた国で、あったため，アメリカによ
って占領されたのだということまで見えたのでは
ないかと考える。そして，子どもたちが今後学習
する北方領土の問題とつながり， 2国がなぜ今で
も話し合っているのかが見えてくると考える。
②K児の追究
調べ学習の2時間目にK児たちは「アメリカは
無差別に爆撃しているのではないか」と追究をし
ていた。このときに筆者はK児が2つのことを学
べるのではないかと考えていた。
1つ目は「アメリカの攻撃目{票がどこか」であ
る。K児たちが地図をもとに考えたり 3 資料に当
たったりすることで「軍E蔽をねらって爆撃して
いたj ことを学ぶと考えていた。
2 つ目は I~無差別』の意味」である。 100 回以
上も爆撃されている神戸の空襲に目を向けた際に，
「紙也爆撃によって多くの戦死者が出ている」こ
とにも気づくだろうと考えていた。東京大空襲の
ように軍工廠だけでなく， 般人まで、もを標的と
した 「無差別爆撃jが行われていた事実にも直面
したのではなし、かと考える。標的となる「場所j
を差別するのではなく I標的」を差別しない攻
撃が，本当の意味でのK児の言った 「無差別」な
のだと K児は気づけたのではないかと考えたの
である。そこから戦争のもたらす悲惨さに気付
くこととなれば 「調べて， 考えて分かったこと」
として学ばせることができたと考える。
そのため， K児たちの追究が面白いものになる
と考えていた。しかし筆者はさらなる調べ学習
を促すような発言はしなかったG そのため， I (爆
撃に)規則性もありそうだ。」と気づいたと ころで
追究を止めてしまっていた。
取り上げた2つの事例は「教科，書のとおり教え
なければならなしリ と思い教科書の上での正解を
教え追究を止めてしまった事例と「教師が教えて
しまうと追究が止まる」と思い， I追究するべきだ」
と教えずに追及を止めてしまった事例である。
子一どもたちの追究がどのよう な広がりを期待
でで、きるのカか、を把握しておくための都刷
↑性日生iが明らカか当になつたo そうした教材研究がなかっ
たがために追究へ向かわせる支援ができなかった
のだと考察する。
(3) 自分ごととしてとらえる支援
7時間目に「山寺国民学校jの写真を提示し3
当時の子どもの気持ちを考えさせることは，子ど
もが「自分ごとj として考えることに対して有効
で、あった。
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IIJ寺国民学校」の写真を提示するまでに「戦
争中の人々のくらいについて衣 ・食 ・住の観点
で要点整理していた。さらに I国家総動員法jに
ついて触れ，当時の人々の生活が戦争に向し、てい
たことを教えていた。それらをふまえて提示した
のである。子どもが「自分ごと」 として考えてい
くことを，この授業の中で考えが大きく変わった
子どもの記述をもとに考察する。
まず，写真を提示した時点での子どもの考えた
「農作業をする子どもの気持ち」である。
なんで無理やり働かされるんだ.
筆者は写真を提示した際に，写真の中の子ども
たちは小学生で、あること，授業の時間に農作業を
していることを伝えた。この記述をした背景を2
つ考えた。① 「写真の中の子どもたちが小学生ーで、
ある」という情報から，自分と同じ年代であると
考え， Iもし，自分が同じ立場だ、ったら」と考えて
いた。② I:f受業の時間」ということで教師の指導
の下，農作業をさせられているものだと考えてい
た。この2点をふまえると I本来勉強をするは
ずの授業で農作業を無理やりさせられているJと
感じたのだと筆者は考える。
次に，子どもたちが耕している場所がグラウン
ドであることを伝えた際の記述である。
自分たちの遊び場がなくなった. 
もうやりたくなし川自由に遊びたい。
「自分が同じ立場だ、ったらj という思いでさら
に考えていることが分かる。本来子どもたちの遊
び場であるグラウンドを耕していることから，Iも
うやりたくない !Jと勤労奉仕をしたくない思い
が強まっている。また，グラウンドがなくなると
いうことから休み時間に遊ぶ場所がなくなると感
じ I遊びJそのものまで、奪われたと考えたのでは
ないかと筆者は考える。
多くの子どももこの子どもと同慌に「つらいこ
とをさせられている。JIなんでグラウン ドを畑|に
しなければならないんだ。」といったことを記述し
ていた。しかし I大変だけれど，食べていくには
仕方ない。Jと記述していた子どもがし、た。M児で
ある。筆者は 「国家総動員法」につなげて考えて
いたのだと感じ， M児に記述したことを発表させ
ている。他の子どもたちの記述とのズレを感じさ
せたいねらいもあった。その発表を受け，子ども
たちは「そうなのかな。JI違うよ。jとつぶやいて
いた。「しかたなし勺という思いは子どもたちの中
にはなかったのではなし1かと考える。つまり「国
家総動員法jの意識がなかったのだ、と振り返る。
発表をさせた後 I実際に当時の人はどう思っ
ていたのかな。jと投げかけ，筆者が祖父にインタ
ビューをした際の音声を流した。その際には多く
の子どもが考えていた気持ちと具なり，祖父は「お
国のため，みんなで頑張りましょうっていうのが
当たり前だったな。」と語っている。これは 「国家
総動員法」で受けた当時の考え方であると筆者は
とらえているが，この言葉に子どもたちは「そう
だ、ったのか」と受け取っていた。その後，振り返
りを書カミせたが，R児は次のように記述している。
ぼくは，この写真を見てこの人たちは「もうや
りたくなしリと思いながら仕事をしていたと思っ
たけど， Mくんは 「大変だけど仕方なしリと言っ
ていてぼくはこれを聞いてちがうと思ったけど先
生がインタビューしたおじいちゃんの話を聞いた
らM君の言っていた事と同じ様な事を言っていて，
この時代は兵士ががんばるから自分たちもがんば
るとし、う気持ちで、やっている事がわかってこの時
代の人はすごくがんばっているなと思いましたc
気持ちを考えたときには「もうやりたくないと」
思っていたと考えていため，M児の 「大変だけど
仕方なしリとしづ考えは違うと思っていた。それ
が筆者の祖父の話を聞き， M児の考えが近かった
ことに気が付いている。
写真から当時の人々の気持ちを考えさせること
で 「自分ごと」にして考えている。その上で当
時の人の声を聞いたことにより，その人の言葉から
当時を理解しようとしている。教師の側で教えた
のではなく「自分ごと」として考えた結果として，
知識を得たのだと考察する。
5 到達点と課題
(1)到達点
先行研究と筆者の実践を考察し， 3点のことが
明らかになった。
1点目。問題解決学習における本質に迫るよ
うな聞いは，子どもたちに何もない状態からは生
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まれないということである。
2点目。教科書をどのように教えるかのための
耕オ研究ではなく ，子どもを追究へと向かわせる
ための教材研究が必要であるということである。
3点目。子どもに「自分ごと」としてとらえ
させることによって子どもたちが「自分たちで
分かるようになった」と感じながら学習をするこ
とができるということである。
(2)課題
子どもが「自分ごと」にして考えるために必要
な教師の具体的な支援についてである。実践の7
時間目の R児のように「自分ごと」にして考えさ
せるための事実との向き合わせ方がこれからの課
題である。子どもが 「もうやりたくなしリという
考えや「大変だけど仕方なしV という考えで対立
したとする。その際にどのような根拠からそう言
えるのかを考えさせるために写真にある事実に向
き合わせる。そのためにもう一度よく写真の子
どもの表情を見せる。始めに自分が考えていた
気持ちと写真の子どもの表情とを比較させるの
である。そして，改めて当時の子どもの気持ち
を考えさせることで「自分ごとj にさせるのであ
る。そうした支援を行っていくことと，支援を
行うための教材研究を意識して行っていくこと
を課題としたい。
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